
↑図書委員による

飲食禁止呼びかけ

ポスター ↑図書室前掲示板 

↑図書室の一角に展示スペースを設け、 

9冊の絵本を展示。 

コメント用紙とポストを設置し、1か月程度展示した。 

福島県立いわき湯本高等学校遠野校舎 

読書活動推進へ向けた取組 

1 学校の概要 

①所在地 

福島県いわき市遠野町上遠野字赤坂 10番地の 1 

 

②学級数・生徒数 

学級数：4クラス 生徒数：69名（令和 4年 5月 1日現在） 

 

③学校図書館の蔵書数 

23073冊（令和 4年 5月 1日現在） 

 

2 読書活動推進の取組内容 

① 生徒が本に親しみやすく、使いやすい学校図書館環境の一層の充実に向けた取組 

・入口正面に「今月の特集」コーナーを設置し、季節の行事やアンケートに基づいたテーマを設定することで、 

様々な本が生徒の目に触れるようにしている。 

・図書委員による図書室のルールポスター、イベントポスター作成・掲示。 

・図書室前に掲示板を設置し、各種お知らせ等の掲示。 

 

 

 

 

 

 

・有志による本棚の整理。 

・テストや行事等が無い水曜日に図書委員とその他に希望者を集めて、絵本の読み聞かせ会を行っている。 

・図書室内に「最近読んだ本アンケート BOX」を設け、その本の感想や紹介を図書だよりに掲載したり、購入希

望図書アンケートの参考にしている。 

・生徒・教職員に年 2回希望図書のアンケートを実施し、できるだけ希望に応えられるようにしている。従来の

書名等を指定してのリクエストに加え、「ミステリー」「スポーツ」など読みたいジャンルの傾向も集計し、選書

の参考にした。また今年度から図書委員 1人につき 1冊程度の選書をお願いし、指定の本を購入した。 

・家庭科の子ども文化の授業で作成した絵本を展示し、 

コメントをもらえるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・図書だよりとたくさん読まれた本の発行。各月１回配布。図書だよりでは「今月の特集コーナー」やおすすめ

本の紹介、図書室からのお知らせなどを掲載。最近読まれた本では先月に多く借りられた本のあらすじや作家の

紹介、その他の蔵書の紹介を行っている。生徒・教職員への配布の他、学校ホームページへの掲載も行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ↑図書だより                 ↑たくさん読まれた本 

 

② 学校における読書を通した読書週間の定着を図る取組 

・ショートホームルーム前の 10 分間、全校一斉に朝の読書時間を設定している。普段読書をしない生徒も確実

に 1年間で 1冊は本を読むことになる。 

・朝の読書の時間の前に担当の図書委員が図書部長と一緒に指定のクラスでブックトークを行っている。図書委

員活動日にどの本を紹介するか、どのクラスに行くかを検討している。 

 

 

 

 

 

 

③ 読書活動の質の向上へ向けた取組 

・校内ミニ読書感想文（400字～600字程度）作成。 

 

④ その他、読書活動推進へ向けた取組 

・今年度から市立図書館との連携を行い、市立図書館からの図書の貸出をできるようにした。 

・夏休み前に希望者に市立図書館から講師をお呼びして電子図書館の使い方に関する出前講座を行った。 

家庭科の子ども文化の授業で読み聞かせの精度を上げるため、 

市立図書館より講師をお呼びして出前講座を行った。 

 

 

 

 

・各校舎の司書間で内容を検討し、「本の交換会」を行った。 

お互いの図書委員数名が自分の校舎の図書室で選んだ本を 

見えないようラッピングし、本の内容を手紙にして送った。 

読んだ本は後日感想を付けて送り返す予定でいる。 

 


